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5.5hr
1.5hr

5.5hr

薬剤管理指導業務

病棟薬剤師
（各病棟2人）

セントラル業務

病棟薬剤業務

当院における薬剤部業務体制（1日の時間配分）

1病棟につき、主担当及び副担当の2名以上を配置

全ての薬剤部員が病棟業務とセントラル業務、各種
チーム業務を兼任し、一つのタスクに複数名で対応。

⇓
タスクシェアしておくことで休暇取得も容易となり、
産休・育休や突然の病欠、退職等にも対応可能。

各種チーム等の役割業務

1hr



日本医療薬学会 薬物療法専門薬剤師研修施設

日本医療薬学会 医療薬学専門薬剤師研修施設

日本医療薬学会 地域薬学ケア専門薬剤師研修施設

日本医療薬学会 がん専門薬剤師研修施設

日本臨床腫瘍薬学会 がん診療病院連携研修病院

緩和医療薬学会 緩和医療専門薬剤師研修施設

緩和医療薬学会 地域緩和ケアネットワーク研修施設

薬学教育協議会 薬学生実務実習受入施設

≪がん/感染/栄養領域≫

日本医療薬学会 がん専門薬剤師 2名

日本病院薬剤師会    がん薬物療法認定薬剤師 1名

日本緩和医療薬学会 緩和医療専門薬剤師 1名

日本病院薬剤師会 感染制御認定薬剤師 2名

日本化学療法学会 抗菌化学療法認定薬剤師 3名

日本静脈経腸栄養学会 栄養ｻﾎﾟｰﾄﾁｰﾑ専門療法士 4名

≪その他≫

日本医療薬学会 指導薬剤師 1名

日本医療薬学会 薬物療法専門薬剤師 1名

日本糖尿病療養指導士認定機構 日本糖尿病療養指導士 3名

日本老年薬学会 老年薬学認定薬剤師 2名

日本小児臨床薬理学会 小児薬物療法認定薬剤師 1名

日本薬剤師研修センター 妊婦・授乳婦薬物療法認定薬剤師 １名

日本薬剤師研修センター 漢方薬･生薬認定薬剤師 1名 

日本禁煙学会 禁煙認定専門指導薬剤師 1名

厚生労働省 日本DMAT隊員 1名

日本在宅薬学会 バイタルサイン講習会ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 1名

日本ｱﾝﾁ・ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ機構 公認スポーツファーマシスト 1名

日本薬剤師研修センター 認定実務実習指導薬剤師 4名

日病薬病院薬学認定薬剤師 20名
日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師 2名
学校薬剤師 7名

薬剤部が受けている施設認定、認定薬剤師など（2025年4月）



当院薬剤部における卒後教育（1年目）2025年

【メンター制度】
2-3年目の先輩薬剤師が

1年間担当

【実務研修】
各業務担当者が
分担して担当

【教育学習】
DI教育担当者を

配置

【卒後教育責任者】薬剤部長
調剤室：副薬剤部長

注射室・製剤室：副薬剤部長
病棟業務：主任薬剤師
教育学習：副薬剤部長

【実務研修】
半年経過した後
遅番/日直研修

【実務研修】
8病棟+αを

8か月かけて研修



【メンター制度】
・各業務手順書に添って指導
・1週ごとにクリアーすべき事項を視える化
・2週に1度、確認テスト＆振り返り

当院薬剤部における卒後教育（1年目）

【教育学習】
・DI教育担当者が毎週
課題を配布し、理解度確認



当院薬剤部における卒後教育（1年目）

【実務研修】
病棟担当者間で調整

適宜研修を実施

W4病棟 外科
W5病棟 脳外科
W6病棟 循環器
W7病棟 整形外科
W8病棟 消化器内科
S2病棟 泌尿器・皮膚・眼科混合
S3病棟 代謝・腎臓内科
S4病棟 呼吸器

【実務研修】
1病棟を1か月

8か月かけて研修

W２病棟＋手術室 ICU/OP
W３病棟 小児科/婦人科
S5病棟 緩和ケア



当院薬剤部における卒後教育（2年目）

【実務研修】
3か月間希望する

病棟にて研修

【チーム医療研修】
がん/緩和/栄養/感染

連携/在宅/医療安全/DI
ポリファーマシー/老健

（1週間に4時間相当の研修）

【教育学習】
2-3年目での学会
発表をサポート

【実務研修】
2年目から
当直研修

【卒後教育責任者】薬剤部長
調剤室：副薬剤部長

注射室・製剤室：副薬剤部長
病棟業務：主任薬剤師
教育学習：副薬剤部長



様々な専門チーム活動（当院HPより）

多職種によるチーム医療を経験して学ぶ



（チーム医療研修）当院薬剤部における卒後教育（2年目）
専門薬剤師やチームの
特性を教育でも発揮

【チーム医療研修】
がん/緩和/栄養/感染

連携/在宅/医療安全/DI
ポリファーマシー/老健

（1週間に4時間相当の研修）

担当者や研修期間/時間
を明確に

セントラル業務や病棟業務
では足りない部分を埋める



NST

ICT/AST

がん

DM

緩和ケア老年薬学

小児

妊婦/授乳
婦

漢方

各種専門薬剤師やチームが卒後教育をフォローアップ

DI

FLS

在宅

老健

病院薬剤師として必要な知識を経験して学ぶ

ポリファー
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情報連携
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【地域包括ケアシステム】 

介護が必要な状態になっても住み慣れた地域で自分

らしい暮らしを人生の最後まで続けることができる

よう医療・介護・介護予防・住まい、及び生活支援

が包括的に確保される体制 

在宅薬物療法に課題
がある症例への介入

連携部門との協働

訪問薬剤管理指導

情報共有ツール
（サマリー/返書/TR等）

入院前連携

多職種連携研修会

入院・外来・地域の薬学的連携の質と量を高める

地域連携に関する卒後研修


[image: ]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【目的】

　　　 認知症の早期診断・早期対応

　　　 認知症になっても安心して暮らせる地域づくり

　







　資料３

認知症総合支援事業















観音寺市の地域包括ケアシステムの体制図





【地域包括ケアシステム】

介護が必要な状態になっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう医療・介護・介護予防・住まい、及び生活支援が包括的に確保される体制







在宅医療・介護連携推進事業

【目的】

医療と介護の両方が必要な状態になっても、医療と介護が切れ目なく受けられ、安心して生活できる体制づくり















普及啓発

認知症初期集中支援推進事業

認知症初期集中支援チーム検討委員会

認知症サポーター

生活支援体制整備事業

【目的】

.日常生活圏域ごとに、地域住民が主体的に地域の困り事や地域の資源を把握し、自分たちにできることを考え、助け合いの仕組みを作る



　　　　　 

 









認知症カフェ



認知症地域支援推進員



在宅医療・介護連携推進協議会

生活支援コーディネーター（ＳＣ）





地域ケア会議推進事業

【目的】各事業から上がってきた課題等を

検討し、政策形成や資源開発を検討する。

地域ケア個別会議

地域ケア推進会議





地域住民

主体で運営

在宅医療・介護連携推進協議会



[image: ]第一層ＳＣ・第一層協議体



第二層ＳＣ・第二層協議体





在宅医療介護連携

相談窓口

資源・情報等把握共有



　　市・地域包括支援センター



介護予防・日常生活支援総合事業

【目的】

 軽度者の支援体制の充実と自立支援及び介護予防の推進







地域住民への

普及啓発

多職種連携研修会





[image: ]

一般介護予防事業

介護予防・日常生活支援総合事業
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訪問薬剤管理指導の風景

ケアマネ

MSW

病院薬剤師（短期）
＆

薬局薬剤師（長期）
＆

院内外多職種

残薬多数！
この患者一人で
約10万円

病院薬剤師薬局薬剤師

病院薬剤師が在宅医療へ介入
↓

薬局薬剤師をフォローアップ



医
師

薬
剤
師

セ
ラ
ピ
ス
ト

看
護
師

管
理
栄
養
士

看
護
師

薬
剤
師

薬
剤
師

薬
剤
師

医
師

研
修
医

研
修
医

研
修
医

ポリファーマシーチームカンファレンス風景

ポリファーマシーに関する卒後研修

ポリファーマシーチームの薬剤師

入院患者に対し適正なポリファーマシー対策を実施
多職種チームカンファ（週１）＆病棟カンファ（医/薬/看で随時）



老健施設における多職種での処方適正化ラウンド研修

老健施設でのラウンド風景

老健への薬剤師配置は1人/300名
⇒当施設では0.25人/日 対象 全入所患者

医師、歯科医師、薬剤師、看護師、介護士、
管理栄養士、セラピスト etc

参加メンバー

スクリーニング 持参常用内服薬剤数、PIMs、1日薬価

多職種情報共有シート

嚥下障害、食欲低下、消化
器症状、ふらつき、転倒、
傾眠/せん妄、不眠 etc

薬剤適正使用に
必要な多職種の

各種評価を
情報共有

紙カルテにて事前情報取得
が難しい・・・



～院内フォーミュラリ～DIにおける卒後研修

三豊総合病院ＨＰにて公開中

消化性潰瘍治療薬 慢性便秘症治療薬 不眠症治療薬 せん妄リスク対策 抗ヒスタミン薬

高尿酸血症治療薬過活動膀胱治療薬HMG-CoA還元酵
素阻害薬

高血圧治療薬
（ARB）

地域医師会＆薬剤師会が承認⇒ 2025年度より地域へ拡大
DI情報の収集・評価・活用を学ぶ



・アウトプットを通して学ぶ
・大学との共同研究/講師派遣

令和6年度の論文・著書等

学術支援～当院薬剤部における卒後教育（2年目）
令和6年度の学会発表等

費用は病院/薬剤部で全て負担



2025年第65回香川県国保地域医療学会
2年目薬剤師が優秀演題発表に選出

学術支援～当院薬剤部における卒後教育（2年目）

・各種業務の中でアウトカム創出
・各専門薬剤師やチームがフォロー
アップ



銭形の砂絵父母ヶ浜

三豊総合病院薬剤部における卒後教育

四国の地域拠点＆自治体病院での取り組み
⇩

①セントラル＆病棟業務を中心に＆丁寧に
②チーム医療を一通り体験＆学術支援でアウトプット

⇩
幅広い知識と経験を経て、ジェネラリスト＆スペシャリストを育成
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